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「そんな土地だと知っていれば
買わなかったのに・・・」

• 土砂災害は地面の下に原因があるが容易に見
えない

• 口で説明しても、図面で説明しても非専門家は
なかなか理解できない

• 理解できないので、リスク回避処置をしない

• 被災後の常套句「そんな土地だと知っていれば
買わなかったのに・・・」

2



第一目標
「そんな土地」だと知ってもらおう

• 3次元可視化システムの要件

●地層・地下水の表現ができること
●同時に構造物の表現ができること

●どんな方向からでも、どんな断面でも表示
できること
●その他いろいろ
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専門家と非専門家の違い

• 「専門家」とは、現実世界の3次元問題を解決
するのに、仮想の2次元図面を用いて理解す
ることができる人のこと。

平面図

横断図

展開図

専門家が使う2次元図面
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具体的なシステム（ソフトウエア）
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専門家であれば地形を見ただけで
多くのことが分かる

亀の瀬地すべりの概要
大阪府

奈良県



専門家：図面を見ればもっとわかる
非専門家：どんどんわからなくなる
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非専門家は、本を読むと少しわかる

￥900
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写真なら非専門家もわかる
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現実の問題として

• 個別の対策のことは知っていても

全体（地質・構造物・地
下水・対策工の効果）を
正確に詳細に把握して
いる人は誰一人いな
かった。
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地中の対策施設を見ると
危険性（安全性）が少し実感できる
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地質層序は順序通り表示
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対策工設計への応用 集水ボーリングの延長及び方向
排水トンネルの中心からの距離を指定、地質断面を表示する。



他の例

＜公共事業例＞
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地質の説明例
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2次元地質図面を見せられてわかる人はとても少ない



岩級区分のような離散型データ
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単純化された岩級区分図と、実際の地盤構造の違いが分かる人も少ない

解析に用いる唯一の2次元断面
本当にこれが「代表」か？

2次元モデル3次元はとても複雑



図面になると勝手に真実となる
地質リスク
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この橋台基礎はDM級岩盤にしよ
う、と決めた

このへんはとても怪しい
（DM級以上となる確実性が低い）

追加調査したほうが得か、出たとこ勝負でなんとな
なるかを検討すればよい

この図面はどこまで信用できるのか？



非専門家でもわかる地盤の良否
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地質図はわからくてもこれならわかる！



他の例

＜民間事業例＞
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（盛土耐震補強）工事の内容説明

原理の説明

地中構造の透視画像での説明
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設計計算書は
非専門家では理解できないが・・・
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でも、民間相手の場合、確定論より確率論的説明の方が有効



実際の施工
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施工手順

完成形

完成予想図



まとめ

• 専門家と非専門家のイメージの共有化は防災対策を
進める上で重要になってくる

• 専門家は「3次元問題を2次元の紙を使って頭の中で
形作る能力」が特殊能力であることを自覚すべき

• 非専門家にとって「3次元問題（人間にとってはほとん
どすべて）は3次元の説明が最もわかりやすい」ことを
リスクコミュニケーションに利用するべき

• そのための難しさは特になく、ソフトを使って手間をか
ければよいだけ（トータル手間は縮減される）
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